
ウエストミンスター小教理問答 

 

44週 恵みの外的手段 

 

質問 88．キリストが私たちに、贖いの有益らを伝達するために用意なさった外

的手段は、何ですか。 

 

答えⅠ キリストが、私たちに贖いの有益らを伝達するために用意なさった

外的手段は、キリストの規定、特に、みことば・礼典・祈りです。この手段

は、すべて選ばれた者の救いのため、効果を及ぼします。 

 

 

   解説    

 

 

外的手段 

しるしと不思議と奇跡と、天から来る声、夢、幻、特別な神の摂理等を、外的

手段と言います。しかし、そのようなものは、伝達されるメッセージに注目させ、

確証させるものであって、それ自体が通常の救いの手段とは言えません。外的手

段は、みことばと共にある時、補助的で二次的なことになります。ユダヤ人はし

るしを要求したが（１コリント 1:22）、しるしが彼らに救いを起こさせる手段では

ないからです。信じるために、このようなしるしを求めるのは、むしろ不信仰の

証拠となります。 

神は私たちに、救いが起こるようにさせる手段を定めました。神はこのような

外的手段を通して、キリストを啓示なさり、私たちにその手段を用いてキリスト



を求めなさいと命令なさっています（へブル 13:20-21）。外的手段は、キリストが

罪人たちに贖いの有益らを伝達させる道具となります（エペソ 1:14）。外的手段

と言える理由は、内的手段と区別させるためとして、内的手段は、聖霊の有効な

御業による悔い改めと信仰です（へブル 4:2）。 

 

規定 

規定は、特定な目的を成し遂げるために定められたものです。信仰的規定とは、

神の制定と皆に付け加えられた義務です。これは、人間が変えられるものではあ

りません。救いが起こるようにさせる規定は、人間が作り出すこともできず、た

だ神が定めたものです。規定は、みことば・礼典・祈りです。これらを「恵みの

手段」と呼びますが、神が、恵みを施してくださる方式として、私たちが神から

恵みを受ける方法です。 

ただ神が、この方法を定められたので、私たちは、恵みの手段に先ず屈服しな

ければなりません。神の定められた方法が愚かに見えても、謙遜になれた心と霊

魂は、その手段の卓越性を知るようになっていて、その手段の下に自分を置くよ

うになるのです（1コリント 1:21）。 

今日、人間的な礼拝と方式が流行っているが、そのようなものは、神の定めら

れた方式から外れているので、それを通して救いが起こることはありません。人

間的な方法と説得とを通して罪人を感化させることはできません（1コリント 2:4）。

今日、神が定められた方法が古くて、今の時代には合わないからと言って、人々

が作った方法を多く使用しているが、不信仰の極まりです。そのような方法は、

救いが起こらないようにすることで、救いについて効果のないものばかりです。 

 

みことば・礼典・祈り 



神の定めた救いの手段は、みことば・礼典・祈りです。それらを通して神が救

いの恵みを施してくださいます。この方式以外には他の方法はありません（ロマ

10:17）。これらの手段の上に聖霊がみわざを行って実際に救いが起こるのです。

従って、聖霊が御業を行う通路として、このような手段を用います。みことば・

礼典・祈りは、神と人間とが相通する手段です。この手段は、互いに連結されて

いて、分離することができません。それゆえこれらの手段が使用されるべきです。 

みことばには、救いのために神の御心が啓示されています。それで、みことば

を読み、説教を聞くべきです（ヨハネ 20:31、1 ペテロ 1:23、ヨハネ 5:39）。礼典に

おいて、それを例示させ確証させます。礼典は、回心の道具ではなく、信仰を確

証させる手段です。祈りは、特別な救いの手段です。聖霊の御業によって罪人で

あることを悟った者は、祈りを通して神に赦しを求めますが、祈る中で、聖霊の

御業によって赦しを体験し、子となれたことを悟って、神を「アバ・父」と呼ぶ

のです。このように、私たちは祈る中で、キリストと救いを求め、受けるのです。

求める者には聖霊をくださるというみことばが、直ちにこれを意味します（ルカ

11:13）。 

  

選ばれた者に効果が表れる 

恵みの手段は、特に、選ばれた者にのみ有効なものです。選ばれていない者も

恵みの手段の下にいるが、彼らには、このような手段が有効になりません。イエ

スさまが比喩で語られた時、選ばれていない者たちは、その意味を、全然悟るこ

とも、知ることもできませんでした。しかしイエスの弟子たちは、イエスがその

意味を別途に説明してくださったことで、救いの意味を悟ることができました

（マタイ 13:10-11、23）。 

それだから、恵みの手段を用いながら、それを通して表れる効果をもって、そ



の人が選ばれた民なのか、確認することができます（使徒 13:48）。恵みの手段の

下で、聖を追求する性向が表われるなら、その人は確かに選ばれた民です（ロマ

8:28-32）。恵みの手段の下で、救いの効果が確かに表れる選ばれた者、その霊魂

は、キリストを掴み、キリストのうちにおるということです（エペソ 1:22-23）。 

 


